①地域密着型通所介護（南房総市）2016.2.15現在
１．人員基準

	定員１１人以上
	生活相談員
	　サービス提供日、サービス提供時間帯に応じて専従の生活相談員を配置することが必要です。

　利用定員が１１人以上の場合は生活相談員と介護職員と看護職員のうち１人以上の常勤職員を配置する必要があります。

　利用定員が１０人以下の場合は生活相談員と介護職員のうち１人以上の常勤職員を配置する必要があります。

　生活相談員の範囲（資格要件）は次のとおりです。※千葉県の通所介護指定に準じます。

①社会福祉法第１９条第１項各号のいずれかに該当する者

　（1）三科目主事（大卒）（2）社会福祉主事任用資格（3）社会福祉士（4）精神保健福祉士
②介護支援専門員

③介護福祉士

	
	介護職員
	　単位ごとに、サービス提供時間数に応じて、専ら提供に当たる介護職員を利用者数に応じて次のとおり配置しなければなりません。

①利用者数が１５人以下の場合

　確保すべき勤務延べ時間数＝平均提供時間数

②利用者数が１６人以上の場合

　確保すべき勤務延べ時間数＝（（利用者数―１５）÷５＋１）×平均提供時間数

	
	　生活相談員又は介護職員のうち１人以上は、常勤でなければならない。

	
	看護職員
	　専従で１人以上（看護師又は准看護師）をサービス提供日ごとに配置する必要があります。提供時間帯を通じて配置する必要はありませんが、提供時間帯を通じて地域密着型通所介護事業所と密接かつ適切な連携を図る体制が必要です。

	
	機能訓練指導員
	　１人以上（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、看護職員、柔道整復師、あん摩マッサージ指圧師）
※機能訓練指導員の配置については、個別機能訓練加算を算定していない事業所においても配置が必要です。営業する週の半分以上、各々２時間以上は位置されていなければなりません。※千葉県の通所介護指定に準じます。

	
	管理者
	　原則として専従で常勤の者を置かなければならない。当該事業所の管理業務に支障がないと認められる場合は、同一敷地内で他のサービスの管理者又従業者を兼務することは可能です。

　管理者には、資格要件はありません。

	定員１０人以下
	生活相談員
	　定員１１人以上と同様。

	
	介護職員
	　単位ごとに、サービス提供時間数に応じて、専ら提供に当たる看護職員又は介護職員を１人以上。ただし、単位ごとに看護職員又は介護職員を常時１人以上従事させなければなりません。

	
	看護職員
	

	
	　生活相談員、看護職員又は介護職員のうち１人以上は、常勤でなければならない。

	
	機能訓練指導員
	　定員１１人以上と同様。

	
	管理者
	　定員１１人以上と同様。


２．設備基準

	食堂及び機能訓練室
	　それぞれ必要な広さを有し、その合計面積は３㎡に利用定員を乗じて得た面積以上。

	相談室
	　個室またはパーテーションで仕切るなど、利用者のプライバシーに配慮してください。

	静養室
	　ベッドや布団などを配置することにより、利用者が静養できるようにしてください。個室またはカーテンで仕切るなど、ゆっくり静養できるようにしてください。

	事務室
	

	消火設備その他非常災害に際して必要な設備
	　消火器等の消火設備や非常災害に際して必要な設備を備える必要があります。

「建築物等にかかる関係法令確認書」により、建築基準法・消防法等について、関係所管に確認した内容、指摘を受けた内容等記載してください。


②療養通所介護（南房総市）

１．人員基準

	看護職員
	　看護職員又は介護職員が、利用者数１．５人に対し、提供時間帯を通じて専従で１人以上。（１人以上は専従で常勤の看護師）

	介護職員
	

	管理者
	　看護師とし、原則として専従で常勤の者を配置しなければならない。


２．設備基準

	利用定員
	　９人以下

	専用部屋
	　６．４㎡利用定員を乗じた面積以上

	設備及び備品等
	　消火設備その他の非常災害に際して必要な設備・備品等を備えなければならない。
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